
当
日
テ
レ
ビ
の
伝
え
る

と
こ
ろ
に
よ
る
と
裁
判
は

裁
判
長
の
「
人
定
質
問
」
か

ら
始
ま
り
、
検
察
官
役
弁
護

士
に
よ
る
「
罪
状
認
否
」
が

な
さ
れ
、
同
じ
く
検
察
官
役

弁
護
士
に
よ
る
「
冒
頭
陳

述
」
が
始
ま
っ
た
と
い
い
ま

す
。
こ
の
模
様
が
、
参
議
院

議
員
会
館
で
行
わ
れ
た
集

会
へ
次
々
に
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

憲
法
は
「
裁
判
は
公
開
法
定

で
行
う
」
と
し
て
い
る
の
に
？

集
会
の
挨
拶
で
は
、
「
一

万
四
千
人
の
告
訴
告
発
人

に
よ
る
全
国
注
視
の
こ
の

公
判
が
何
故
五
四
人
し
か

入
れ
な
い
法
廷
な
の
か
」
と

語
ら
れ
、
「
入
場
に
際
し
て

ワ
ン
ピ
ー
ス
の
す
そ
に
手

を
入
れ
ら
れ
た
り
、
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
め
く
る
ボ
デ
ィ
チ
ェ

ッ
ク
を
さ
れ
た
」
「
マ
ス
コ

ミ
に
も
、
撮
影
も
録
音
も
許

さ
な
い
し
弁
護
士
に
は
渡

す
『
要
旨
告
知
書
』
の
コ
ピ

ー
も
認
め
な
い
」
な
ど
、
こ

ん
な
姿
の
裁
判
で
良
い
の

か
と
憤
り
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

検
察
当
局
は
証
拠
を
い
っ

ぱ
い
確
保
し
て
い
た
。

「
冒
頭
陳
述
」
に
つ
い
て

海
渡
雄
一
弁
護
士
は
、
検
察

当
局
が
、
何
故
、
こ
れ
だ
け

の
証
拠
資
料
を
集
め
な
が

ら
起
訴
し
な
か
っ
た
の
か

不
思
議
だ
と
述
べ
次
の
よ

う
に
報
告
し
ま
し
た
。
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避
難
者
十
数
万
人
、
日
本
列
島
と
周
辺
を

強
烈
に
被
ば
く
さ
せ
た
東
京
電
力
福
島
原

発
事
故
刑
事
裁
判
が
、
六
月
三
〇
日
、
東
京

地
裁
で
や
っ
と
始
ま
り
ま
し
た
。
業
務
上
過

失
致
死
傷
罪
に
問
わ
れ
た
当
時
の
最
高
責

任
者
の
三
人
は
、
お
詫
び
の
言
葉
を
述
べ
た

が
、「
事
故
を
予
見
す
る
事
は
不
可
能
で
あ

っ
た
」
と
し
て
「
無
罪
」
を
主
張
し
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
は

本
来
警
察
や
検
察
が
直
ち

に
捜
査
に
取
り
組
む
べ
き
大
事
故
で
し
た

が
、
検
察
は
不
起
訴
と
し
、
検
察
審
査
会
が

二
回
も
「
起
訴
相
当
」
の
結
論
を
出
し
て
よ

う
や
く
始
ま
り
ま
し
た
。

当
日
朝
、
裁
判
所
の
五
四
席
分
の
傍
聴
券

に
並
ん
だ
人
々
は
七
〇
〇
人
以
上
。
告
訴
団

と
支
援
団
に
結
集
す
る
市
民
は
裁
判
所
前

で
集
会
を
行
い
、
さ
ら
に
参
議
院
議
員
会
館

で
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

福
島
原
発
事

故
は
あ
ま
り
に
大
き
な
事
故
で
絶
対
に
繰

り
返
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
徹
底
的
な
真
相
究
明
と
責
任
の
追
及
が

な
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
報
道
さ
れ
て
い
る

情
報
を
集
め
記
事
と
し
ま
し
た
。

注
：
福
島
原
発
事
故
刑
事
裁
判
支
援
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
ps
:
/
/s
h
i
en
-
d
an
.
o
rg/



検
察
審
査
会
が
頑
張
り

検
察
官
役
弁
護
士
側
が
証

拠
物
を
精
力
的
に
点
検
し

た
の
で
、
被
告
三
人
の
罪
状

と
東
電
の
事
故
責
任
を
立

証
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。

危
う
く
ヤ
ミ
か
ら
ヤ
ミ
に

葬
り
さ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
被
告
の
三
人
は
東

京
電
力
の
土
木
評
価
グ
ル

ー
プ
か
ら
、
十
数
㍍
の
巨
大

津
波
が
来
襲
す
る
と
の
予

測
値
の
報
告
を
受
け
て
い

た
。
社
内
の
重
要
会
議
で
何

回
も
審
議
し
対
策
案
も
出

来
て
い
た
の
に
、
途
中
で
首

脳
部
が
方
針
を
変
え
て
し

ま
い
、
対
策
を
実
行
し
な
か

っ
た
。

「
証
拠
要
旨
」
も
読
み
上
げ

こ
の
日
の
公
判
で
『
証
拠

要
旨
』
も
指
定
弁
護
士
が
読

み
上
げ
ま
し
た
。
海
渡
弁
護

士
は
そ
れ
ら
証
拠
物
に
は
、

例
え
ば
、
東
電
が
事
故
四
年

前
に
は
津
波
対
策
を
行
っ

て
い
た
こ
と
を
示
す
書
類

や
メ
ー
ル
が
あ
り
、
さ
ら
に

は
波
高
一
五
・
七
㍍
の
津
波

予
測
評
価
後
の
、
二
〇
〇
九

年
四
月
に
作
製
さ
れ
た
、
高

さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
鉛
直

防
潮
壁
の
設
計
図
面
な
ど

も
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

冒
頭
陳
述
書
は
マ
ス
コ
ミ

や
裁
判
支
援
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
見
ら
れ
ま
す
。

問
わ
れ
て
い
る
も
の

人
間
は
自
然
を
支
配
出
来

な
い
。
し
か
し
被
告
人
ら
が
原

子
力
発
電
を
設
置
・
運
転
す

る
者
と
し
て
注
意
義
務
を
尽

く
し
て
い
れ
ば
事
故
を
回
避
出

来
た
の
で
は
な
い
か
。

本
件
の
争
点
に
つ
い
て

海
抜
一
〇
㍍
の
地
盤
に
建

つ
本
件
原
子
炉
を
守
る
に
は

波
高
十
㍍
を
超
え
る
津
波
対

策
が
必
要
で
あ
り
間
に
合
わ

な
け
れ
ば
停
止
す
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
被
告
ら
は
予
見
出

来
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
遅

く
と
も
二
〇
一
一
年
三
月
初

旬
に
は
予
見
出
来
た
。

津
波
対
策
の
経
過

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
、

阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し

「
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置

法
」
が
制
定
さ
れ
、
国
は
耐

震
対
策
や
津
波
対
策
を
強
化

し
た
。
一
九
九
八
年
に
は
七

省
庁
策
定
の
「
津
波
災
害
予

測
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
公
表
さ

れ
、
二
〇
〇
二
年
に
は
文
科

省
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部

が
設
置
さ
れ
地
震
調
査
委
員

会
も
置
か
れ
た
。

こ
の
委
員
会
で
地
震
や
津

波
の
「
長
期
評
価
」
が
策
定

さ
れ
二
〇
〇
四
年
原
子
力
安

全
保
安
院
は
各
原
発
事
業
者

に
「
改
訂
新
指
針
」
に
よ
る

耐
震
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
を
指

示
し
た
。

東
京
電
力
の
対
応

二
〇
〇
七
年
七
月
一
六
日

新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
発
生

し
、
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原

発
は
七
機
全
部
が
止
ま
り
、

場
内
変
電
所
で
は
火
災
が
発

生
し
た
。

東
京
電
力
で
は
原
子
力
・

立
地
本
部
設
備
管
理
部
内
に

『
新
潟
県
地
震
対
策
セ
ン
タ

ー
』
が
置
か
れ
福
島
第
一
第

二
原
発
の
津
波
安
全
評
価
を

含
む
耐
震
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク

を
進
め
た
。
そ
の
本
部
長
を

相
次
い
で
務
め
た
の
が
武
黒
、

武
藤
被
告
で
あ
る
。
そ
し
て

勝
俣
会
長
の
も
と
で
開
催
さ

れ
る
「
中
越
沖
地
震
対
応
打

ち
合
わ
せ
」
と
い
う
最
高
経

営
会
議
で
耐
震
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
の
「
同
打
ち

合
わ
せ
」
で
は
、
国
の
「
地

震
長
期
評
価
」
に
基
づ
い
て

波
高
七
・
七
㍍
以
上
と
想
定

さ
れ
る
の
津
波
予
測
の
報
告

を
受
け
、
二
〇
〇
八
年
三
月

一
八
日
に
は
子
会
社
「
東
電

設
計
」
か
ら
「
一
五
・
七
㍍
」

の
波
高
値
を
示
さ
れ
た
。
こ

の
結
果
を
う
け
、
東
電
担
当

グ
ル
ー
プ
は
高
さ
一
〇
メ
ー

ト
ル
の
防
潮
壁
の
設
計
な
ど

を
本
部
長
の
決
裁
を
受
け
て

子
会
社
「
東
電
設
計
」
に
発

注
し
た
。

被
告
ら
の
方
針
転
換

し
か
し
、
同
年
七
月
三
一

日
に
な
っ
て
本
部
長
の
武
藤

被
告
は
「
防
潮
堤
建
設
は
土

木
学
会
に
相
談
し
て
か
ら
」

と
し
着
工
さ
せ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
二
〇
〇
九
年
の
「
打

ち
合
わ
せ
」
で
も
結
論
が
出

ず
、
二
〇
一
〇
年
八
月
か
ら

四
回
ほ
ど
あ
っ
た
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
会
議
が
本
部
長

な
ど
に
津
波
対
策
を
進
言
し

た
が
進
展
は
な
か
っ
た
。

二
〇
一
一
年
三
月
七
日
に

原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
審

査
室
長
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受

け
た
が
、
室
長
は
「
早
急
な

津
波
対
策
」
を
指
示
し
た
。

し
か
し
、
東
京
電
力
と
し
て

何
ら
の
対
応
を
行
う
事
は
な

か
っ
た
。
そ
の
四
日
後
に
大

津
波
が
福
島
原
発
を
襲
い
、

事
故
に
発
展
し
た
。

ま
と
め

こ
の
よ
う
に
社
内

で
は
波
高
評
価
と
防
潮
壁
建

設
な
ど
対
策
を
立
案
し
て
い

た
の
に
そ
の
対
応
策
を
実
施

し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
被
告

人
の
大
き
な
過
失
で
あ
り
責

任

は

逃

れ

ら

れ

な

い

。 
 

（
要
約

当
会
編
集
事
務
局
）

学
生
時
代
を
水
戸
で
過

ご
し
た
の
で
、
昔
の
東
海
村

を
知
っ
て
い
る
。
松
林
が

延
々
と
続
く
風
光
明
媚
な

砂
浜
を
さ
ま
よ
っ
た
。
あ
れ

か
ら
半
世
紀
、
原
子
力
施
設

の
後
始
末
が
語
ら
れ
て
い

る
。
再
処
理
工
場
の
撤
去
に

は
「
約
七
〇
年
間
、
一
兆
円

以
上
」

と
報
道
さ
れ
た
。

◆
そ
し
て
奇
異
な
の
は
、
東

海
第
二
原
発
の
方
を
津
波

防
潮
壁
で
囲
ん
で
再
稼
働

さ
せ
る
と
い
う
計
画
。
根
本

か
ら
お
か
し
い
。
三
陸
大
津

波
の
経
験
か
ら
考
え
る
と

巨
大
な
防
潮
堤
な
ら
ま
だ

し
も
、
砂
浜
に
建
て
る
防
潮

「
壁
」
く
ら
い
で
は
耐
え
ら

れ
な
い
。
そ
し
て
古
い
東
海

第
二
原
発
は
今
更
再
稼
働

さ
せ
る
必
要
は
さ
ら
さ
ら
無

い
。
停
ま
っ
た
ま
ま
に
し
て

置
く
方
が
事
故
が
防
げ
る
。

◆
し
か
し
、
再
処
理
工
場
の

方
は
廃
止
を
決
め
て
も
超
危

険
な
廃
液
が
取
り
残
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。「
高
放

射
性
廃
液
」
は
人
が
近
づ
け

ば
即
死
す
る
程
の
高
レ
ベ
ル
。

液
体
状
で
は
運
び
出
せ
な
い
。

耐
え
ず
冷
却
し
、
発
生
す
る

水
素
を
掃
気
し
な
け
れ
ば
沸

騰
し
漏
れ
出
す
。「
ガ
ラ
ス
固

化
」
す
る
に
は
一
二
年
半
か

か
る
と
公
表
さ
れ
た
。
◆
福

島
原
発
刑
事
裁
判
で
日
本

海
溝
発
の
大
津
波
の
知
見

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

緊
急
を
要
す
る
の
は
、
「
高

放
射
性
廃
液
」
の
事
故
対
策
で

あ
り
、
防
潮
堤
が
よ
り
必
要

な
の
は
再
処
理
工
場
の
方

で
は
な
い
の
か
？
（
尚
）

東海  →

再処理工場

東海第二原発→

両
施
設
の
距
離

約
三
・
二
㌔
㍍

超危険な高放射性廃液

が溜まっている


